
発行：岡山地方気象台防災業務課 
住所：岡山市桑田町１－３６ 
電話：０８６－２２３－１３３４  

2007. 5 
 

１１３号 

 

 

 

 

気象庁職員にはどうしたらなれるの？ 
 

  「異常気象」、「大規模地震発生」、「地球温暖化問題」などなど、日々、新聞・テレビ等で気象に関す

るニュースが絶えないですが、今、まさに、地球が悲鳴をあげているのでしょうか。 

 

気象庁ではこれらの自然現象を常時観測するとともに、気象、地震、津波、火山活動などに関する情

報を発表・提供しています。気象庁が発表・提供する情報は、自然災害から国民の生活・財産を守るた

めの防災情報のほか、交通の安全を支援するための情報、農業、電力、観光など各種産業活動を支援

する産業情報、国民の日常生活に役立つ生活情報、さらには人類の生活のあり方などに警鐘を鳴らす

環境情報などがあり、各方面で多様な役割を果たしています。 

気象庁は、このように私たちの生活に密接に関係している職場です。 

さて、一般の方にはあまり知られていないのですが、気象庁に就職するためには、以下の採用試験を

受験し合格する方法と気象大学校に入学する方法があります。 

 

人事院主催の国家公務員採用試験 

  Ⅰ種国家公務員（大学卒程度の学力） 

    気象庁ではⅠ種試験合格者名簿（試験区分「理工（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）」）から毎年５名程度採用してい

ます。（平成１８年度は８名、平成１７年度は７名採用されました。） 

  

  Ⅱ種国家公務員（大学卒程度の学力） 

    Ⅱ種試験合格者名簿（試験区分「物理、化学、資源化学他」）から毎年５０名程度採用しています。

（平成１８年度は２２名、平成１７年度は６５名採用されました。） 

 

  Ⅲ種国家公務員（高校卒程度の学力） 

    Ⅲ種試験（行政事務）合格者名簿から、事務系職員として、毎年、全国で若干名採用しています。

（残念ながら、平成１８年度及び平成１７年度は採用がありませんでした。） 

 

  気象大学校学生（高校卒程度の学力） 

    採用予定者は、１５名。試験概要は、人事院のホームページ（http://www.jinji.go.jp）を参照して下
さい。 

４年制大学で、入学と同時に職員となります。 

 

上記の採用試験に合格して、次に気象庁の採用面接に合格すると、はれて、気象庁職員となります。 

気象庁では、職員募集用のパンフレットを作成しています。ご希望の方は、岡山地方気象台総

務課（℡086-223-1721）までお問い合わせ下さい。 

 



 
みずから守ろうみんなの地域 

～ 高めよう地域のきずなと 防災意識 ～ 
平成１９年６月３日（日曜日）９：００～１２：３０ 
岡山県瀬戸内市邑久町豆田地先河川敷（邑上橋下流）  

 

洪水による被害の発生を未然に防止し、被害を最小限にくい止めるためには、関係機関の密接な

連携のもとに、迅速かつ水防活動を行う必要があります。 

このため、吉井川水防演習では、吉井川流域において洪水や高潮等の水災を想定し、情報伝達、

水防工法、人命救助、避難訓練等、実態に即した演習を行うことにより、水防機関の士気の高揚と水

防技術の錬磨に努めるとともに、地域住民の防災意識の高揚を図り、水防体制の強化を図ることを

目的とします。 

 

 

 

 

 

消防団や地域住民、自衛

隊等による水防工法訓練、

避難訓練・避難誘導訓練、

人命救助訓練などのほか、

岡山地方気象台では気象測

器やパネルの展示、はれる

んペーパークラフトの配布等

を実施します。 
 
 
 
 
 
 

 

皆さん 
見学に来てくださいね 


